
　瀬戸内海を縦断し、島々を7つの橋
でつないで愛媛県今治市と広島県尾
道市を結ぶしまなみ海道（西瀬戸自
動車道）。いまこの海道が走る芸予諸
島を拠点として、戦国時代末期に村
上海賊は宣教師ルイス・フロイスが
「日本最大の海賊」と記すほどの勢力
と繁栄を誇っていた。大島にある今
治市村上水軍博物館の学芸員、田中
謙さんによれば、「賊」といっても古
い時代の無法者的側面が強かった海
賊とは異なり、16世紀以降の海賊は
海の安全や秩序を保つために欠かせ
ない役割を果たしていたという。船
からの通行料徴収に加えて「上乗り」
といわれる水先案内や船の警固を行
い、「過所旗」と呼ぶ通行証を交付し
て航行の安全を保証したほか、廻船

や造船、漁業も生活基盤とし、戦時に
は海の武装勢力として活躍した。
　また「海賊という言葉のマイナスイ
メージから彼らを『水軍』と呼んだ時
期もありますが、現在、研究者の間で
は昔通り『海賊』とするのが一般的に
なりつつあります」と田中さんは解説
する。水軍という呼び方は、天下人や
戦国大名が組織する船乗り軍団をい
い、例えば能島村上海賊が毛利水軍の
一員として戦いに参加した、といった
ように使う研究者が多いという。

　各地にいた海賊の中でも、なぜ芸予
諸島を舞台とした村上海賊が、これほど
の興隆を見せるに至ったのだろうか。
「一番大きいのは地理的条件でしょう」
と田中さん。芸予諸島周辺は瀬戸内海
の中央で、しかも一番島が密集している
海域だ。海峡は狭く、水深は浅く、場所
によってはまるで川のように潮の満ち干
で激しく潮流が逆巻く。航行しようとす
れば地理と潮の流れへの知識と高い航
海技術が必要だ。芸予諸島の人々は古
くから船からの通行料徴収を生業にし
ていたが、瀬戸内海が流通の大動脈と
して重要性を増すにつれて水先案内や
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警固を含めてビジネス化していった。ま
た、秀吉が天下を統一するまでは瀬戸
内海全体を制圧する中央権力もなく、こ
こにも海賊が力を伸ばす素地があった
といえる。
　実は村上海賊といっても、来島・能
島・因島にそれぞれ拠点を置いた三家
から成っていた。来島と因島は早くから
諸大名と結び、来島は伊予の河野氏、
因島は毛利氏に臣従したが、芸予諸島
の中ほどにある能島を拠点とする村上
氏は河野氏や毛利氏と関係を持ちつつ
も独自の立場を取ったといわれる。拠点
である能島だけでなく、海の要衝を押さ
えて各所に拠点や海関（海の関所）を
築いて一族の者を派遣し、各地の海賊
たちを傘下に治め、あるいは提携し、諸
大名からは船を守る見返りにその領内
で通行料を徴収するなどの権限を得
た。戦国時代末期、力の及ぶ範囲は「堺
から坊津（鹿児島）まで」ともいわれた。
　拠点だった能島は、大島と伯方島の
間の海峡にある。大島にある村上水軍
博物館の展望室から眺めれば、意外な
ほど小さい島であることに驚かされ
る。周囲はわずか846メートル、傍らに
ある周囲256メートルの鯛崎島とセッ
トで海城が築かれていた。ここは瀬戸
内海を最短距離で抜ける航路の中に
あって活動の前線基地としてメリッ
トが大きく、また周囲の潮流は最大で
10ノット（時速18.5キロメートル）に
及ぶため戦となれば相手には攻めに
くい。ちなみに1571年にはここが合戦
の舞台になり、毛利氏と来島村上氏か
ら包囲攻撃を受けている。このように
同じ村上でも大名との関係性や時勢
によって、味方にもなれば離反や敵対
もまた繰り返されていたのだ。

　村上海賊についてはわかっていない
ことも多く、実は三島村上が同族だっ
たという確証もないという。史料に初
めて登場するのは、1349 年。野島（能
島）の海賊が幕府の使節の警固をした

という記録が最初だ。以後三島村上
氏は歴史に次第に名を現すようにな
り、毛利氏が陶氏を撃破した厳島合
戦（1555年・因島と来島村上氏が参
戦したとされる）など、彼らの力は陸
の大名たちの勢力争いに欠かせないも
のとなっていく。大坂本願寺への兵
糧搬入を目的に、能島村上氏が毛利
水軍の一員として織田勢と戦った第一
次木津川口合戦（1576年）では、「ほ
うろく火矢」という武器を使って織田
方の船を焼き崩す華 し々い活躍を見せ
たと伝えられる。
　天下を狙う者に瀬戸内海を抑えるこ
とは欠かせなかったから、信長も秀吉
も村上海賊を味方につけようと様々に
勧誘や懐柔作戦を行ったという。来
島は織田・豊臣方に鞍替えして大名と
なったが、毛利氏との関係が強い因
島はもちろん、能島も河野・毛利方に
残った。しかし天下が統一されれば、
海賊は天下人にとって目障りなもので
しかない。豊臣政権下でも毛利氏は
変わらず中国の大名であり続けたが、
秀吉は海賊の力を削ごうと圧力を強
め、1588年に「海賊禁止令」が出され
て海賊は力を失っていった。後に徳川
へ天下が移る中、来島氏は明治維新
まで小大名として存続したが、因島と
能島の村上氏は長州へ移封された毛
利萩藩の船手衆として命脈をつなぐこ
ととなった。
　こうして海賊は歴史から退場した
が、芸予諸島には遺構が残され、そ
の記憶は大小の島々が連なる美しい風
景の中に息づいている。造船や海運
が盛んな地域性は村上海賊の時代に
礎が築かれ、海賊の掟の中には瀬戸
内の海上交通のルールとして現在に残
るものもあると田中さんはいう。いま
も小説に描かれるなど、人々の心を魅
了し続ける村上海賊。「陸の歴史で語
られてきた日本史に海賊という海で活
躍した勢力があって、戦国時代に大き
な役割を果たした。そのことに対する
驚きに加え、海賊という自由なイメー
ジやいまだ謎が多いことも魅力なのだ
と思います」。

能島村上氏の
家紋を染め抜
いた旗指物

能島村上家に伝わる室町後期作の腹巻
（大名クラスの武将が持つような高級甲冑）

協力／今治市村上水軍博物館
写真／今治市村上水軍博物館所蔵・提供
        （　印は編集部撮影）

戦国でこそ輝いた
村上海賊の活躍と終焉

安宅(あたけ)船と呼ばれる大型軍船の再
現模型

村上海賊の兵法書『舟戦以律抄』。江戸時
代の編纂で内容の信憑性には疑問がある
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